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推奨グレード・推奨配合量 

処方上の注意点 

応用製剤例  

クリーム 

•  ペリセアLB-10  1.0%  

•  ペリセアL-30  0.3% 

  ペリセア固形分として0.1% 

ペリセアの機能  

効果 

◎ スキンケア機能 

ヘアケア機能 

オイルゲル形成機能 

◎ 乳化分散能 

ペリセアを乳液・クリームでご使用いただく場合は次の２つ
の使用法があります。 

 １．スキンケア機能を応用 

 ２．乳化機能とスキンケア機能を同時に応用 

このシートでは、２．乳化機能とスキンケア機能を同時に応
用した場合についてご紹介します。 

・ ペリセアの乳化機能とスキンケア機能を同時に応用した乳液・クリームが処方できます。 

・ ペリセアの乳化機能の特長は以下のとおりです。 

  －ペリセア固形分0.03%で20%の油を乳化できます。 

  －ペリセア単独で様々な油を乳化できます。他の乳化剤との併用も可能です。 

  －コールドプロセスでの乳化が可能です。 

  －固形油の乳化が可能です。 

  －高級アルコールとの併用で液晶を形成します。 

  －１価の塩類との併用が可能です。 

  －ノニオン系乳化剤のようなベタツキ感がなく、使用感に優れます。 

・ スキンケア効果も得られます。 

 

     ・ スキンケア成分で乳化ができます。 

・ ノニオン系乳化剤のようなベタツキ感がないため、さっぱり系からしっとり系まで幅広い処方が 

  可能です。 

・ 極めて少量で乳化できるため、ノニオン系乳化剤に比べ、乳化コストを低減できます。 

・ ペリセア単独でもクリームを乳化安定させることができますが、乳化助剤として使用することで、     

  ノニオン活性剤処方の安定性改善も可能です。 

 

•   ペリセアは塩類ですので、カルボマー等の増粘剤を併用される場合は、耐塩性グレードを推奨し 

  ます。耐塩性グレード以外では粘度低下を起こす可能性があります。 

• １価の塩との併用は可能ですが、２価の塩を併用すると乳化安定性が低下する可能性があります。 

 

2016年4月1日改訂 

品名 ペリセアＬＢ－１０ ペリセアＬ－３０ 

表示
名称 

ジラウロイルグルタミン酸リシンＮａ 
（10%)、 BG (10%)、 水 (80%) 

ジラウロイルグルタミン酸リシンＮａ 
(29%)、 水 (71%) 

荷姿 18kg缶 1kg缶、18kg缶 

ペリセアのグレードラインナップ 

 No. APP-005 
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代表的な関連データ  

処方例  

掲載のデータ・数値は、一定の試験法に基づき当社が得た代表値であり、保証値ではありません。また、これらのデータや数値は、物性の改良のため変更する事もあります。 

当社では安全データシート（ＳＤＳ）を作成しておりますので、お取扱前にはご参照ください。 

ペリセアをご使用になった製品の安全性及び関連法規への適合性ならびに第三者の有する知的財産権への抵触に関しては、貴社にて調査くださいますようお願い致します。 

固形油 
ペリセア 

固形分濃度 
(%) 

増粘剤 
濃度 
(%) 

粒子径 
(μｍ） 

粘度 
（mPa・s） 

直後 
1ヶ月後 
50℃ 

直後 
1ヶ月後 
50℃ 

ｾﾄｽﾃｱﾘﾙｱﾙｺｰﾙ 0.03 0.2 7.3 7.1 9,560 6,700 

ﾐﾘｽﾁﾙｱﾙｺｰﾙ 0.03 0.2 12.2 8.4 32,500 19,900 

ｾﾀﾉｰﾙ 0.1 0.1 12.6 14.0 19,000 9,500 

成分 Wt% 

    ペリセア L-30                
(固形分)     

0.1～0.3 

(0.03～0.1) 

   ミネラルオイル
(5.8~8.9mm2/s) 

16 

各種固形油 4 

ｶｰﾎﾞﾎﾟｰﾙ 981 0.1～0.2  

30w/v% NaOH水溶液 適量 

          水 残部 

ペリセアは固形分 0.03%～0.1% という低濃度で、優れた乳化能を示します。 

乳化粒子径と粘度 組成 

1. 増粘剤のｐＨを７に調整し、ペリセアを所定量添加する。  

2. 水相と油相を加温（70℃）し混合する。 

3. ホモミキサー3000rpmで80℃まで攪拌昇温する。 

4. 6000rpmで5分間乳化を行う。  

5. ホモミキサー3000rpmで25℃まで攪拌冷却する(15分)。 

6. 脱気を行う。 

手順 

偏光顕微鏡写真  

配合１ 配合2 

偏光顕微鏡写真 

乳化粒子径(μm) 6.9 6.0 

粘度 （mPa・s） 9,440 14,360 

組成 (wt%） 

ペリセアは高級アルコールと併用することで、液晶構造を持つ乳化物をつくることができます。 

ペリセアによるスキンケア効果に加え、液晶構造による保湿効果も期待できます。 

成分 配合１ 配合２ 

ペリセア L-30 

(固形分)     

0.1 

(0.03) 

ミネラルオイル(5.8～8.9mm2/s) 16 10 

セトステアリルアルコール 4 10 

カルボマー（ｶｰﾎﾞﾎﾟｰﾙ 981） 0.2 

30w/v% NaOH水溶液 適量 

          水 残部 

製法 

1. 増粘剤のｐＨを７に調整し、ペリセアを所定量添加する。 

2. 水相と油相を加温（70℃）し混合する。 

3. ホモミキサー3000rpmで80℃まで攪拌昇温する。 

4. 6000rpmで5分間乳化を行う。 

5. ホモミキサー3000rpmで25℃まで攪拌冷却する(15分)。 

6. 脱気を行う。 

クリーム処方を検討中です。出来次第、ホームページやメールマガジンでお知らせします。 

固形油の乳化  

液晶構造を持つエマルション 


